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％
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  令和7年6月30日

410-0804

055-961-2555
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人静岡理工科大学 昭和27年3月31日 杉浦　哲 静岡県静岡市葵区御幸町20番地
420-0857

054-204-2490

沼津情報・ビジネス専門学校 昭和58年3月22日 三上　慎太郎 静岡県沼津市西条町17番地1

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 こども保育科 平成22(2010)年度 - 平成28(2016)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
多様な家庭環境が増える中、社会のニーズに応えられる保育士・幼稚園教諭の育成が急務となっている。保育・教育のプロとしての技術・能力・視野と感性を養い、即戦
力として活躍できる保育士・幼稚園教諭を育成し、地域に輩出していくことを目的とする。

学科の特徴（主な
教育内容、取得可

能な資格　等）

３年間の修業年限で、保育士、幼稚園教諭2種免許状の資格取得を目指す。専門学校の特性を生かし、先生力を身につけ、就職後即戦力となれるよう実践的な授業を展
開している。
中途退学率（令和６年度） ３％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和６年度卒業生）

25
■地元就職者数 (F) 22
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

88

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 26
■就職希望者数 (D)　　　　　： 25
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

外神あけぼの保育園、御宿台こども園、たけのこ保育園、㈱さくらさくみらい、松風荘、みのる幼稚園、富士リズム幼稚園、あまねこども園、富士旭出学園、川
奈臨海学園

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.numasen.ac.jp/

96
■進学者数 0
■その他

病気療養１名

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,135

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 15

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

0

うち必修授業時数 3,135

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 15

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ
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①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

①本校には付属の園がないことが弱みであることから、沼津市内の幼稚園のアルバイトやボランティアの一覧を提示いただけることと
なった。近隣の園との関わりを増やし、こどもと接する機会を増やすことで学生のモチベーションが下がらないようにしたい。
②実習評価や実習先の選定について等、意見をいただいた。今後、学生の意向に加え、学校でも実習が推奨できる実習先なのか慎
重に実習先を設定できるようにしていく。

対面による講義形式
で授業を実施

　　第２回　令和６年８月２８日（水）　１５：００～１６：３０

有限会社　フードメディアデザイン

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
食というものを専門とした企業であって、その中でも「食育」「幼児食」というものに精通している企業・団体を選定している。また、校内で
の授業・実習の実施にあたり、企業から課題を提示し、派遣された講師による年間を通じた定期的な指導から学修成果の評価を行うな
どの体制をとることが可能な企業・業界団体を選定している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

小児の発育・発達の特性、栄養に関
する基本的な知識をふまえ、小児期
における心身の発達段階に応じた栄
養法、集団給食、食育教育の重要性
を理解する。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

連携企業との事前打合せにて、実践的な「食育」に関する教育項目を検討・決定した。教育項目については、連携企業の業務実績に
基づき、食育の理解、幼児への援助と家庭へのサポートの方法、保育現場への食育などを基本とし、講義・演習を行った。また、評価
については、当方から提示した評価項目について、連携企業にて成績評価、認定を行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

子どもの食と栄養Ⅰ

科　目　概　要

伊藤　悟 社会福祉法人静香会 このはな保育園 園長
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

後藤　信俊 沼津市私立幼稚園協会　会長
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

立石　公平 沼津情報・ビジネス専門学校 教務課長
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　　年2回　（3月、8月）

科　目　名 連　携　企　業　等

（開催日時（実績））
　　第１回　令和６年３月２５日（木）　１３：００～１４：３０

三枝　昌美 沼津情報・ビジネス専門学校 こども保育科 科長
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

長谷川　智子 沼津情報・ビジネス専門学校 教員
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

三田　 裕 沼津情報・ビジネス専門学校 教員
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
保育・幼児教育の分野において、社会・家庭環境の変化について理解を深め、教育現場の変化に対応した指導方法を取り入れていく
ことが必須となっている。そのために教育課程編成委員会を開催し、業界団体や保育現場の職員との意見交換や情報収集を行い、授
業科目・授業時間に反映させ、常に現場に即した教育内容となるよう改善する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業等のニーズを教育に反映させるため、学校組織内における教育課程編成委員会の位置付けを「沼津情報・ビジネス専門学校　教
育課程編成委員会の位置付けに係る規則」として、またその運営は「沼津情報・ビジネス専門学校　教育課程編成委員会規則」として
規定しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映できる体制となっている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

鶴谷　主一 学校法人松濤学園 認定こども園原町幼稚園 園長
令和7年2月1日～

令和9年1月31日（２年）

令和７年４月１日現在



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

教員1名

実際に保育現場に行き保育補助としての実践研修

石井光太さん講演会 連携企業等： 沼津市私立幼稚園協会

２０２５年７月４日（金） 対象： 教員1名

スマホ育児の影響と現状

園内研修 連携企業等： 未定

２０２５年８月 対象： 教員1名

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

ファシリテーションスキル習得 連携企業等：  (株)ウチダ人材センタ

２０２５年１月６日（月） 対象： 全教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

学校における防災対策講座

学校安全オンラインセミナー幼稚園等向けの防災対策 連携企業等：

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

「沼津情報・ビジネス専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るため「教職
員研修」を、企業等及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

学校安全オンラインセミナー学校向けの防災対策 連携企業等：

２０２５年２月７日（金） 対象： 教員2名

２０２４年１２月２０日（金） 対象： 教員1名

幼稚園等における防災対策講座

②指導力の修得・向上のための研修等

①ファシリテーションとは②ファシリテーターの役割③ファシリテーターの基本スキル④効果的なコミュニケーション

小沢かづとさん保育特別講座 連携企業等：

２０２５年２月１０日（月） 対象： 教員3名

遊びうた、体操など実践講座

②指導力の修得・向上のための研修等

ICT 活用に関する研修

保育特別講座（幼児体育） 連携企業等： きのいい羊達おひさまキッズ

２０２５年５月１３(火)、２０日(火) 対象： 教員3名

運動遊びに関する研修

ロジカルチームビルディング研修 連携企業等：

ICT 活用に関する研修(未定) 連携企業等： 未定

未定 対象：

株式会社IKUSA

2025年8月26日（火） 対象： 全教員

①論理的思考力の向上②他者に分かりやすく伝えるためのスキル③多様な視点の統合力
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地方法人団体

関係者

地域住民

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

同窓会

同窓会

医療法人社団　真養会　看護・介護統括局長
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

齋藤　悦生 株式会社NEXUS　代表取締役
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

海野　秀伸
協和警備保障株式会社　静岡営業所　業務課管
制長

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（２年）

堤　拓也 沼津市役所　市民福祉部　健康づくり課
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価委員会後に意見を取り纏め、学校としての対応を決定。１年間を通して改善に努め、次回の委員会時に改善を報告す
る。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和７年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　教職員組織、学校運営・管理、財務、法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献・地域貢献、国際交流
（１１）国際交流 基準(8)　社会貢献・地域貢献、国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念・目標
（２）学校運営 基準(7)　教職員組織、学校運営・管理、財務、法令等の遵守

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意見をいただき、
学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として運営している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

石塚　久美子 公益社団法人　沼津法人会　女性部会　副部会長
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

加藤　正樹 静岡県立三島長陵高校　教諭
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　教職員組織、学校運営・管理、財務、法令等の遵守

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.numasen.ac.jp/public/
公表時期： 令和7年6月30日

株式会社ディスタンス・インターナショナル　代表取
締役

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（２年）

曾根　輝夫 ランアンドケントス株式会社　代表取締役
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

大澤　幸男
株式会社ＫTＳオペレーション沼津リバーサイドホテ
ル

令和7年4月1日～
令和9年3月31日（２年）

鶴谷　主一 学校法人松濤学園　原町幼稚園　理事長・園長
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

廣住　和良

土井　宣博 株式会社　雅心苑　 代表取締役　社長
令和7年4月1日～

令和9年3月31日（２年）

塩田　美佐代



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 入学者数、学修時間数、取得可能資格、卒業者数、主な就職先
（３）教職員 教職員数、組織、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の教育活動及び学校運営についての理解を求め、企業等の関係者との連携及び協力の推進に資するため、詳細について「学校
関係者評価報告書」と「学校情報」をホームページ上で公開している。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ、派遣状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、課外活動
（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.numasen.ac.jp/public/
公表時期： 令和7年6月30日

（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○ フレッシュマンセミナー

思いやりのある誠実な心（挨拶、時間、掃
除）をコンセプトに、アクティビティーや実
践的な内容を多く取り入れ、挨拶等の基本作
法の習慣付けをする。

1
前

30 1 ○ ○ ○

2 ○
キャリア
ディベロップメントⅠ

コミュニケーションスキルの自己の強みと弱
みを知り、基本的な考え方とスキルを身につ
ける。

1
通

30 1 ○ ○ ○

3 ○
キャリア
ディベロップメントⅡ

社会や組織で活動する上での基本となるコ
ミュニケーションスキルの要素を知り、身に
付ける。

2
通

30 1 ○ ○ ○

4 ○ 就活ゼミⅠ
就職活動を始めるに当たり、業界研究や企業
研究等の手順を学ぶとともに、自己分析など
を行う。

1
通

15 1 ○ ○ ○

5 ○ 就活ゼミⅡ
履歴書の書き方やエントリーシートの書き
方・面接の受け方など自分をアピールするた
めに必要なスキルを高める。

2
通

15 1 ○ ○ ○

6 ○ 就活ゼミⅢ
これまで学んできた就活の基礎を復習し、保
育園・幼稚園・こども園・施設などそれぞれ
の特性を理解する。

3
通

30 1 ○ ○ ○

7 ○ コミュニケーション活動Ⅰ
対人関係の円滑化を図る能力を身につけるこ
とを目的とし、各種の特別活動を行なう。

1
通

30 1 ○ ○ ○

8 ○ コミュニケーション活動Ⅱ
各種の特別活動を通じて、集団活動における
個人の役割分担を再確認する。

2
通

60 2 ○ ○ ○

9 ○ コミュニケーション活動Ⅲ
各種の特別活動を通じて、集団活動における
個人の役割分担を再確認する。

3
通

30 1 ○ ○ ○

10 ○ ビジネスマナーⅠ
ビジネスに関するマナーや知識に関する一般
常識を学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

11 ○ ビジネスマナーⅡ
就職や実習に必要なビジネスマナー、一般常
識、面接指導など行う。

2
前

30 2 ○ ○ ○

12 ○ ペン習字
正しく読みやすい文字が書ける技術を習得
し、保育者として正しい文字が書けるよう学
習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

13 ○ 色彩学
色彩の基本を学び、制作物や教室内飾り付け
などに活かしていく。

3
後

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　こども保育科）

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



14 ○ 生活と経済

ファイナンシャル・プランニングの概論につ
いて学習をし、ライフイベント表・キャッ
シュフロー表・個人のバランスシート（貸借
対照表）の作成ができることを目標として、
学習をする。

3
通

15 2 ○ ○ ○

15 ○
トータル
イメージアップ

隠れた能力や表現力を引き出し、コミュニ
ケーション技術やさまざまな表現を楽しく学
ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○

16 ○ ビジネスソフトⅠ
ExcelとWordの操作方法と利用技術を実習中心
に学習する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

17 ○ ビジネスソフトⅡ
メモ書き原稿からの文書作成や、図・表・グ
ラフを含んだ文書などを作成する技術を学
ぶ。

2
前

30 1 ○ ○ ○

18 ○ ビジネスソフトⅢ
幼稚園・保育園で使うプリント・保護者向け
のおたよりなどをオフィスソフトで作成す
る。

3
前

30 1 ○ ○ ○

19 ○ 英会話Ⅰ

日常の会話を英語で楽しむことができるよう
基礎的な事柄を、練習問題を交えて勉強す
る。また、会話に伴う発音などを耳から学
ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○

20 ○ 健康科学Ⅰ
スポーツ活動との関連の中で健康や体力に関
する知識や感心を高め、合理的な運動実践を
習慣化する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

21 ○ 日本国憲法

日本国憲法の全体的な枠組みを体系的に理解
しながら、憲法が求めている理念とは何か、
又、現代社会との間にどのようなギャップが
あるかを学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

22 ○ 情報処理入門Ⅰ
コンピュータの発達過程やハードウェアの仕
組みについて学ぶ。また、インターネットを
活用し、最新技術や動向を調べ・学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○

23 ○ 子ども家庭福祉
将来を担う子どもたちに向かう児童福祉実践
者として、基本的・体系的に学習し、現在の
児童福祉に関する知識を理解していく。

2
後

30 2 ○ ○ ○

24 ○ 社会福祉
将来において「児童福祉」を推進する保育士
に必要な社会福祉の基本的な事柄を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

25 ○ 教育原理
教育の本質と意義を理解し、教育に関する基
本的な概念と知識の習得を図ることを目標と
する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

26 ○ 保育原理
乳幼児の特性や保育の思想・制度の発達など
を理解し、保育に関する基本的な知識を学習
する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

27 ○ 幼児の心理学

子どもの学習行動の概念を学び、筋道を立て
て考える思考の形成、勉強の仕方、学習に対
する意欲・自発性・態度・学習を肯定する価
値観を軸にして学ぶ。

1
後

15 1 ○ ○ ○

28 ○ 造形表現（指導法）
幼児の造形（絵画や粘土・工作）表現様式の
発達段階を主体においたものと、幼児期の身
体的な発達を併記した一覧表の作成をする。

1
前

15 1 ○ ○ ○

29 ○ 保育の心理学
人間の発達は生涯発達であることを基本にお
いて、乳幼児、児童、そして青年、高齢者ま
での心理について考える。

2
前

30 2 ○ ○ ○



30 ○ 青年心理学
青年期の発達について学び、誕生から青年期
に至るまでの発達の連続性を見通して保育を
行うことが出来るための知識を学ぶ。

3
後

30 1 ○ ○ ○

31 ○ 子ども家庭支援の心理学

子どもを取り巻く社会環境について考察し、
子育て家庭が抱えている課題を学ぶ。そのう
えで保護者の心理に寄り添う支援の方法を考
える。

2
後

30 2 ○ ○ ○

32 ○ 子ども家庭支援論
子どもを取り巻く社会環境について考察し、
これからの家族の在り方、役割を考える。

2
前

30 2 ○ ○ ○

33 ○ 幼児への特別な支援

子どもの心身の発達について及び脳の発達に
ついて理解を深め、それを基盤にして子ども
の知的・身体的障害についての理解を深め
る。

2
後

15 1 ○ ○ ○

34 ○ 幼児と環境

子どもたちの生きる力を培うための保育の工
夫、自然体験、社会体験などの具体的生活体
験を重視した保育、特に子どもの自然とのか
かわりを深める保育の実践的指導能力の育成
を目指す。

1
後

15 1 ○ ○ ○

35 ○ 幼児と人間関係

子どもの人間関係の形成をめぐる諸問題につ
いて理解を深め、領域「人間関係」の内容及
び意義について学習する。人との「かかわ
り」を育てる保育者としての役割と視点に関
する諸理論と実践的課題を学習する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

36 ○ 児童文化
伝承する文化全般のなかでの子ども達に関わ
る領域の文化を学ぶ。実践的な指導が出来る
ようになれることを目標とする。

3
前

15 1 ○ ○ ○

37 ○ 子どもの保健
保育者として、乳幼児の健康状態の把握、お
よび、観察力を習得する。また、異常症状の
把握の仕方と、応急処置を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

38 ○ 子どもの食と栄養Ⅰ

小児の発育・発達の特性、栄養に関する基本
的な知識をふまえ、小児期における心身の発
達段階に応じた栄養法、集団給食、食教育の
重要性を理解する。

2
前

15 1 ○ ○ ○ ○ ○

39 ○ 社会的養護Ⅰ

福祉に欠ける児童の生存権、発達権を保障
し、健全育成を目指すために、児童福祉施設
入所児童に対する、養護の基本的なあり方を
探ることを目標とする。

1
前

30 2 ○ ○ ○

40 ○ 乳児保育Ⅰ
児童福祉施設における３歳未満児の保育につ
いての概念と意義を把握し、制度と現状を理
解する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

41 ○ 教育課程総論

将来保育に関する専門職に就こうとする一人
ひとりの者が、他からの借り物の計画に頼る
のではなく、自分の担当する子どもたちの実
態に即して、自主的に教育計画を編成するこ
とができるようになるために必要な基本的な
力を養うことを目指す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

42 ○ 教育方法論

幼稚園教育要領及び保育所保育指針では、保
育を見つめるのに５領域が定められており、
これらの保育内容各論を総合的に捉える事が
大切である。

1
前

30 2 ○ ○ ○

43 ○ 教職概論
今、教師に何が求められているのかを考える
ことから、教育という仕事を遂行していくた
めの能力を形成することを目指す。

1
前

30 2 ○ ○ ○

44 ○ 教育相談
子どもの世界や保育士の役割に対しての理解
を深めることを通して、子どもや家族への支
援スキルの基本を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○



45 ○ 保育・教職実践演習Ⅰ
幼稚園教諭・保育士として必要な知識技能の
習得の確認をする。

3
後

15 1 ○ ○ ○

46 ○ 実習事前・事後指導Ⅰ

幼稚園の機能や内容、目的を理解する。さら
に、専門科目で習得した知識や技能と各園に
おける教育実践とを具体的に統合することに
よって教育実習に対する意欲や課題意識を高
める。

1
通

60 2 ○ ○ ○

47 ○ 実習事前・事後指導Ⅱ

幼稚園･保育所の機能や内容、目的を理解する
こと。さらに、専門科目で習得した知識や技
能と各園における教育･保育実践とを具体的に
統合することによって教育・保育実習に対す
る意欲や課題意識を高める。

2
通

60 2 ○ ○ ○

48 ○ 実習事前・事後指導Ⅲ

保育所の機能や内容、目的を理解すること。
さらに、専門科目で習得した知識や技能と各
園における保育実践とを具体的に統合するこ
とによって保育実習に対する意欲や課題意識
を高める。

3
通

60 2 ○ ○ ○

49 ○ 音楽Ⅰ
幼児教育に携わる保育者の音楽技術の習得や
資質の向上を目指し学習する。

1
通

120 4 ○ ○ ○

50 ○ 音楽Ⅱ
音楽（器楽・声楽）を基本とし、器楽を中心
に学ぶ。童謡の伴奏がスムーズに演奏できる
ように学習する。

2
通

60 2 ○ ○ ○

51 ○ 音楽Ⅲ
音楽（器楽・声楽）を基本とし、声楽を中心
に学ぶ。弾き歌いなど、より実践的な内容を
学習する。

3
通

60 2 ○ ○ ○

52 ○ リトミックⅠ
音楽を使って、身体的･感覚的･知的に優れた
子どもたちの育成をめざし、その指導が出来
るような技術を身につける。

2
通

60 1 ○ ○ ○

53 ○ 手話
コミュニケーションのひとつの手段である手
話の、基本的な技術を実技を交えて学習す
る。

3
後

30 1 ○ ○ ○

54 ○ 絵本
実践的に絵本を作成することで、実習時など
の保育に活用し、コミュニケーションツール
の一つとして活用する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

55 ○ 教材研究
活動のおける素材研究を行い、導入や指導方
法、表現方法を学ぶ。

3
通

60 2 ○ ○ ○

56 ○ 保育プレ実習
お試し実習として3日間ボランティアを通し
て、進路について見直す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

57 ○ 総合演習Ⅰ
保育者として必要なコミュニケーション能力
を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

58 ○ 総合演習Ⅱ
保育者として必要なコミュニケーション能力
を習得する。

3
後

30 2 ○ ○ ○

59 ○ 秘書検定
ビジネスマナーや知識を学び、秘書の基礎を
学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○



60 ○ 保育者準備講座
保育者としての使命感と職務内容について理
解する。

3
後

30 2 ○ ○ ○ ○

61 ○ 音楽（楽典） 音楽の基礎である楽典を学ぶ。
1
通

30 2 ○ ○ ○

62 ○ 卒業研究
3年間のまとめとして、学生が設定したテーマ
の研究を行い、まとめ・発表を行う。

3
通

60 2 ○ ○ ○

63 ○ 英会話ⅠS

日常の会話を英語でも楽しむことができるよ
うになるために、簡単な会話にも欠くことが
できない基礎的な事柄を、練習問題を交えて
学ぶ。

1
前

20 1 ○ ○ ○

64 ○ 生涯スポーツS

高齢者、障がい者をも含めた各種スポーツの
技能の向上を中核目標としながら、それに関
わるスポーツ発展史（ルール史、用具史、戦
略･戦術史）の理解を深めたり、国民スポーツ
の諸相と課題について考える。

1
前

30 1 ○ ○ ○

65 ○ 情報処理入門ⅠS
情報の意味とコンピュータの発達過程、ハー
ドウェア/ソウトウェアについて概観する。

1
前

20 1 ○ ○ ○

66 ○ 幼児と音楽表現S
幼児教育に携わる保育者の、音楽技術の習得
や資質の向上を目指し学習する。

1
後

20 1 ○ ○ ○

67 ○ 音楽表現技術S
幼児教育に携わる保育者の、音楽技術の習得
や資質の向上を目指し学習する。

2
後

20 1 ○ ○ ○

68 ○ 幼児と造形表現S

幼児の造形教育に携わる教育者・保育者に
とって必要とされる絵画・立体造形・色彩と
構成に関しての基礎知識と表現技術の授業を
行い、幼児の造形活動に対して適切で充実し
た援助と造形教育を行える能力を養成する。

2
前

20 1 ○ ○ ○

69 ○ 幼児と健康S

幼児体育を実践する上で必要な運動遊びのレ
パートリーの習得、遊びの連続性・発展性を
広げていく上での視点に関わった実践的知識
を習得する。

2
前

20 1 ○ ○ ○

70 ○ 教育心理学S

子どもの学習行動を概念の獲得、筋道を立て
て考える思考の形成、勉強の仕方、学習に対
する意欲・自発性・態度・学習を肯定する価
値観を軸に、教育心理学を考える。

1
後

20 1 ○ ○ ○

71 ○ 健康（指導法）S

子どもの全面的な発達を促すために、人間の
身体や健康、それに関わる環境についての理
解を深め、子どもの健康に必要な知識とその
指導、援助の技術、技能獲得を目標とする。

1
前

20 1 ○ ○ ○

72 ○ 人間関係（指導法）S

子どもの人間関係の形成をめぐる諸問題につ
いて理解を深め、領域「人間関係」の内容及
び意義について学習する。人との「かかわ
り」を育てる保育者としての役割と視点に関
する諸理論と実践的課題を学習する。

1
前

20 1 ○ ○ ○

73 ○ 環境（指導法）S

子どもたちの生きる力を培うための保育の工
夫、自然体験、社会体験などの具体的生活体
験を重視した保育、特に子どもの自然とのか
かわりを深める保育の実践的指導能力の育成
を目指す。

1
後

20 1 ○ ○ ○



74 ○ 言葉（指導法）S
幼児期における言葉とは何か、幼児期の言葉
の発達、子どもの生活と言葉との関連性、言
葉を育てることについて学ぶ。

1
後

20 1 ○ ○ ○

75 ○ 造形表現（指導法）S

幼児の造形の発達に関する内容や実践的な表
現活動内容の研究を行い、幼児の造形活動に
対して適切な援助と教育を行える能力の養成
をする。

1
前

20 1 ○ ○ ○

76 ○ 障がい児保育S

子どもの心身の発達について及び脳の発達に
ついて理解を深め、それを基盤にして子ども
の知的・身体的障害についての理解を深め
る。

2
後

20 1 ○ ○ ○

77 ○ 児童文化S
伝承する文化全般のなかでの子ども達に関わ
る領域の文化を学ぶ。実践的な指導が出来る
ようになれることを目標とする。

3
前

20 1 ○ ○ ○

78 ○ 子育て支援S
保育士を目指す受講生にとって必要とされる
社会福祉援助活動の基礎を習得する。

2
後

20 1 ○ ○ ○

79 ○ 子どもの保健と安全S
子どもの健康と生命を守るための実践力を身
につける。

3
後

20 1 ○ ○ ○

80 ○ 子どもの食と栄養S

小児の発育・発達の特性、栄養に関する基本
的な知識をふまえ、小児期における心身の発
達段階に応じた栄養法、集団給食、食教育の
重要性を理解する。保育者として小児に適切
な食事を提供することができるよう、各時期
の栄養法を理解し、調理技術の修得を目指
す。

2
前

20 1 ○ ○ ○

81 ○ 社会的養護ⅡS

養護原理をふまえて、社会的養護の中でも特
に施設養護に焦点をあてて、各種児童施設に
おける目的と機能、養護プログラムの展開、
児童処遇の実際を理解する。

2
前

20 1 ○ ○ ○

82 ○ 乳児保育ⅡS

3歳未満児の成長発達と、発達課題、保育の内
容、実践の方法を学習し、知識と技能の基礎
を身につけ、子どものあるがままの姿を捉
え、保育することができる力を養う。

2
前

20 1 ○ ○ ○

83 ○ 音楽表現（指導法）S
保育者として感性豊かな人間性を育てる教育
を目標とする。

1
後

20 1 ○ ○ ○

84 ○ 劇あそび（指導法）S

幼児期に豊かな感性や表現する力を養い、創
造性を豊かにするねらいのもと、本領域では
幼児の心身の発育発達を促し、リズム感をつ
けるとともに、体を通して感じたこと、思っ
たこと、考えたことなど動きで様々な表現が
出来るよう、指導・援助法を学ぶ。

1
後

20 1 ○ ○ ○

85 ○ 保育・教職実践演習S

幼稚園や保育所で、適切な「保育指導」を行
うために、保育現場で求められている保育者
の資質とは何かを考え、保育者の役割を理解
したうえで、保育において求められる「指
導」とは何かを考え学ぶことを目的とする。

2
後

20 1 ○ ○ ○

86 ○
保育実習事前事後
指導Ⅰ（保育）S

使命感や責任感、教育的愛情に関する事項、
社会性や対人関係能力に関する事項、幼児児
童生徒理解や学級経営に関する事項、教科・
保育内容等の指導力に関する事項を検討しな
がら、保育の現場で求められる実践力の形成
を目指す。

2
後

20 1 ○ ○ ○

87 ○
保育実習事前事後
指導Ⅰ（施設）S

保育実習の全体的な枠組みを理解し、実習に
望む心構えを作る。

3
前

20 1 ○ ○ ○



88 ○ 保育実習Ⅰ（保育）S
指導計画案の作成や実習日誌の書き方などに
関わる知識と技術を身に付ける。

2
後

60 2 ○ ○ ○

89 ○ 保育実習Ⅰ（施設）S
保育現場において生きた保育技術を学び、人
間性豊かな保育者を養成することを目的とし
ている。

3
後

60 2 ○ ○ ○

90 ○ 保育実習ⅡS
保育現場において生きた保育技術を学び、人
間性豊かな保育者を養成することを目的とし
ている。

3
前

60 2 ○ ○ ○

91 ○ 教育実習事前事後指導S

幼稚園の機能や内容、教育実習の目的や意義
を理解し、専門教育科目で習得した知識や技
能と幼稚園における教育実践とを具体的に統
合することで教育実習に対する意欲や課題知
識を高める。

1
後

20 1 ○ ○ ○

92 ○ 教育実習①S
幼稚園においてどのような活動が、どのよう
な方法で行われているかを把握する。

2
通

30 1 ○ ○ ○

93 ○ 教育実習②S
教育実習①Sの実習を基礎として、専門教育科
目で学習したあらゆる知識・技能を統合して
いく。

3
前

90 3 ○ ○ ○

94 ○ 保育内容総論S

保育所保育方針における「保育の目標」「子
どもの発達」「保育の内容」を関連付けて保
育内容を理解し、保育の全体構造を理解す
る。

1
前

20 1 ○ ○ ○

95 ○ 保育実習事前事後指導ⅡS

保育所の理解、子どもや家庭への支援につい
て理解を深め、指導計画の作成や記録など保
育の実践力を養うことを目的とする。

3
前

20 1 ○ ○ ○

96 ○ 選択必修科目
別表(選択必修科目表)から第1学年40時間、第
２学年80時間、第３学年120時間を履修する。

1
2
3
通

240 12 △ ○ ○ ○ ○

96

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
（１）必須科目及び選択必修科目において不可がない
（２）学年ごとの総欠課時限数が年間消化時限数の15%以内である
（３）学納金が未納でない

履修方法：
（１）「選択必須科目」は別表の選択必須科目表より各学期前に履修を申告する。
　　　但し、一度履修した科目は再度履修できない。
（２）選択必須科目は第1学年40時間、第2学年80時間、第3学年120時間を履修する。

合計 科目 3135 単位（単位時間）


